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と
み
お
か
市
民
大
学
校
公
開
講
座

富
岡
市
立
丹
生
小
学
校
体
育
館

富

岡

の

万

葉

集

「

真

金

吹

く

丹

生
」

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

◎万葉集巻十四（東歌）の配列

上総 １首

下総 １首 東海道
雑 歌

常陸 ２首

５ 信濃 １首 － 東山道

遠江 ２首

駿河 ５首

伊豆 １首

相模 １２首
東海道

武蔵 ９首

上総 ２首
相聞歌

国名判明 下総 ４首

常陸 １０首

信濃 ４首

上野 ２２首
東山道

下野 ２首

７６ 陸奥 ３首

遠江 １首

駿河 １首 東海道

譬喩歌 相模 ３首

上野 ３首
東山道

９０ ９ 陸奥 １首

雑 歌 １７首

相聞歌 １１２首

国名不明 防人歌 ５首

譬喩歌 ５首

１４０ 挽 歌 １首

合計 ２３０首

◎万葉集巻二十・防人歌

①天平勝宝七歳乙未二月、相替り

て筑紫に遣はさるる諸国の防人

等の歌

遠江国 ７首／１８首

相模国 ３首／ ８首

駿河国 １０首／２０首

上総国 １３首／１９首

常陸国 １０首／１７首

下野国 １１首／１８首

下総国 １１首／２２首

信濃国 ３首／１２首

上野国 ４首／１２首

武蔵国 １２首／２０首

８４首／１６６首

②昔年防人 …８首

合計 ９２首

【
丹
生
】

真
金
吹
く
丹
生
の
真
朱
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
三
五
六
〇
）

ま

か
ね

に

ふ

ま

そ
ほ

で

あ

未
勘
国
東
歌

（
丹
生
の
赤
土
の
よ
う
に
は
、
は
っ
き
り
と
表
に
出
し
て
言
わ
な
い
だ
け
だ
。
私
が
あ
な
た
に
恋

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
。
）

「
真
金
」
は
鉄
。
「
吹
く
」
は
金
属
を
精
錬
す
る
こ
と
。
「
丹
」
は
赤
土
、
ま
た
辰
砂
（
水
銀
と

ま

か
ね

硫
黄
の
化
合
物
）
。
「
丹
生
」
は
辰
砂
な
ど
を
含
む
赤
土
を
産
す
る
地
の
地
名
。
「
真
金
ふ
く
」
は
「
丹

生
」
や
「
吉
備
」
に
か
か
る
枕
詞
。
吉
備
は
鉄
の
産
地
で
あ
る
。

「
真
朱
」
は
、
古
代
に
用
い
ら
れ
た
朱
色
の
顔
料
。
赤
土
。
辰
砂
。
上
二
句
は
「
色
に
出
」
を
導

ま

そ

ほ

く
た
め
の
序
詞
。

「
言
は
な
く
」
「
恋
ふ
ら
く
」
の
「
く
」
は
「
ク
語
法
」
と
呼
ば
れ
、
動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞

な
ど
を
名
詞
化
す
る
用
法
。
「
～
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
上
代
に
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ

た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
使
わ
れ
な
く
な
り
、
今
日
で
は
、
「
曰
く
」
「
恐
ら
く
」
「
老
い
ら
く
（
の

い
わ

恋
）
」
な
ど
に
化
石
的
に
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
「
言
は
な
く
」
は
「
言
は
ず
」
の
ク
語
法
で
、
「
言

わ
な
い
こ
と
」
。
「
恋
ふ
ら
く
」
は
「
恋
ふ
」
の
ク
語
法
で
、
「
恋
し
て
い
る
こ
と
」
。

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

大和

近江

能登

越前

和泉
河内

摂津
山城

若狭

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

紀伊

大和

近江

能登

越前

河内

山城

若狭

丹波

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

東 国 地 図
（国名の下の数字は
東歌＋防人歌の数）

東 海 道

北 陸 道

東 山 道



◎
古
代
に
お
け
る
地
名
「
丹
生
」

国
名

木
簡
・
和
名
抄

延
喜
式
神
名
帳

大
和

（
宇
智
郡
）
丹
生
川
神
社

（
吉
野
郡
）
丹
生
川
上
神
社

（
宇
陀
郡
）
丹
生
神
社

伊
勢

飯
高
郡
丹
生
郷

（
飯
高
郡
）
丹
生
神
社

（
飯
高
郡
）
丹
生
中
神
社

近
江

坂
田
郡
下
丹
生
里

（
伊
香
郡
）
丹
生
神
社

上
野

甘
楽
郡
丹
生
郷

若
狭

小
丹
生
郡

（
遠
敷
郡
）
丹
生
神
社

遠
敷
郡
丹
生
郷

（
三
方
郡
）
丹
生
神
社

越
前

丹
生
郡

（
敦
賀
郡
）
丹
生
神
社

丹
生
郡
丹
生
郷

越
後

（
古
志
郡
）
小
丹
生
神
社

但
馬

（
美
含
郡
）
丹
生
神
社

紀
伊

（
伊
都
郡
）
丹
生
都
比
女
神
社

土
左

安
藝
郡
丹
生
郷

豊
後

海
部
郡
丹
生
郷

こ
の
よ
う
に
多
数
の
「
丹
生
」
地
名
が
古
代
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で

東
歌
の
地
域
に
所
在
す
る
の
は
上
野
国
甘
楽
郡
丹
生
郷
（
現
在
の
富
岡
市
北
西
部
）
の
み
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
国
名
不
明
の
部
に
収
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
上
野
国
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

万
葉
集
巻
十
一
に
次
の
よ
う
な
よ
く
似
た
歌
が
あ
る
。

・
白
真
砂
御
津
の
埴
生
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
二
七
二
五
）

し
ら

ま

な

ご

み

つ

は

に

ふ

「
白
真
砂
」
は
「
白
い
砂
」
で
、
「
御
津
」
に
掛
か
る
枕
詞
。
「
御
津
」
は
大
阪
湾
に
あ
っ
た
港

で
、
「
大
伴
の
御
津
」
「
難
波
の
御
津
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。
「
埴
」
は
黄
赤
色
の
粘
土
で
埴
輪
な

ど
の
材
料
。
「
埴
生
」
は
埴
の
あ
る
場
所
。

真
金
吹
く

丹
生
の
真
朱
の

色
に
出
て

言
は
な
く
の
み
そ

吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
三
五
六
〇
）

ま

か
ね

に

ふ

ま

そ
ほ

で

あ

白

真

砂

御
津
の
埴
生
の

色
に
出
て

言
は
な
く
の
み
そ

吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
二
七
二
五
）

み

つ

は

に

ふ

「
丹
生
の
真
朱
の
」
の
歌
と
比
べ
る
と
、
一
句
目
と
二
句
目
と
が
異
な
る
だ
け
で
、
三
句
目
以
下

は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
一
句
目
・
二
句
目
も
、
「
枕
詞
＋
地
名
＋
（
黄
）
赤
の
土
」
と
い
う
全
く
同

じ
構
造
を
し
て
い
る
。
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
な
い
の
で
、
丹
生
の
真
朱
の
歌
は
、
御
津
の
埴
生
の

歌
（
あ
る
い
は
さ
ら
に
別
の
類
歌
）
を
改
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
丹
生
の
真
朱
の
歌
に
は
東

国
方
言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
改
作
は
東
国
に
下
っ
て
き
た
都
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

《
参
考
》

ａ

上

毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
藺
草
外
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
勝
れ
（
三
四
一
七
）

か
み
つ

け

の

い

な

ら

お
ほ

ゐ

ぐ
さ

よ
そ

ま
さ

ｂ
淡
海
の
海
沈
着
く
白
玉
知
ら
ず
し
て
恋
せ
し
よ
り
は
今
こ
そ
勝
れ
（
二
四
四
五
）

あ

ふ

み

し

づ

し
ら
た
ま

ま
さ

ｃ
伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
言
へ
ど
吾
が
恋
の
み
し
時
な
か
り
け
り
（
三
四
二
二
）

あ

ｄ
韓

亭
能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
（
三
六
七
〇
）

か
ら
と
ま
り

の

こ

【
安
蘇
】

上
毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
か
き
抱
き
寝
れ
ど
飽
か
ぬ
を
何
ど
か
吾
が
せ
む
（
三
四
〇
四
）

か

み

つ

け

の

あ

そ

ま

そ

む
ら

む
だ

ぬ

あ

あ

上
野
国
東
歌

（
上
野
国
の
安
蘇
の
麻
の
束
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
、
あ
な
た
を
抱
き
締
め
て
寝
て
も
、
そ
れ

で
も
な
お
満
足
で
き
な
い
気
持
を
い
っ
た
い
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
）

（
別
解

上
野
国
の
安
蘇
の
麻
の
束
を
抱
き
か
か
え
て
寝
て
も
、
満
足
で
き
な
い
気
持
を
い
っ
た

い
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。
）

上
毛
野
阿
蘇
山

葛
野
を
広
み
延
ひ
に
し
も
の
を
あ
ぜ
か
絶
え
せ
む
（
三
四
三
四
）
上
野
国
東
歌

か

み

つ

け

の

あ

そ

や
ま
つ
づ
ら

は

（
上
野
国
の
阿
蘇
山
の
蔓
草
は
、
野
が
広
い
の
を
幸
い
に
遠
く
ま
で
這
い
延
び
て
ゆ
く
。
こ
ん
な

に
這
い
延
び
た
も
の
が
ど
う
し
て
途
中
で
絶
え
た
り
し
よ
う
か
。
→
二
人
の
仲
も
ず
っ
と
続
い

て
き
た
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
途
中
で
絶
え
た
り
し
よ
う
か
。
）

○
「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
歌

あ

そ

ま

そ

む
ら

「
真
麻
」
の
「
ま
」
は
美
称
の
接
頭
語
。
「
そ
」
は
麻
で
、
複
合
語
の
中
に
だ
け
現
れ
、
単
独
で

ま

そ

は
用
い
ら
れ
な
い
。
「
上
毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
」
ま
で
は
「
か
き
抱
き
」
を
導
く
た
め
の
序
。
麻
は

か

み

つ

け

の

あ

そ

ま

そ

む
ら

細
長
く
伸
び
て
三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
達
す
る
た
め
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
密
植
す
る
。
そ
の
密
生
し

た
麻
を
収
穫
す
る
時
、
抱
き
か
か
え
て
根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
く
こ
と
か
ら
、
「
か
き
抱
き
」
を
導
く
と

さ
れ
る
。
「
か
き
抱
き
」
を
言
う
た
め
の
序
詞
と
し
て
麻
の
束
を
も
っ
て
き
た
と
こ
ろ
は
生
活
と
密

着
し
て
い
る
。
序
と
取
ら
な
け
れ
ば
別
解
の
よ
う
な
解
釈
に
な
る
。



麻
は
東
歌
で
最
も
多
数
う
た
わ
れ
て
い
る
植
物
で
あ
る
。
近
代
ま
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

化
学
繊
維
の
普
及
に
伴
い
、
衰
退
し
た
。
今
日
、
群
馬
県
内
で
は
、
「
岩
島
麻
」
の
産
地
で
あ
る
東

吾
妻
町
三
島
が
唯
一
の
栽
培
地
と
し
て
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
東
歌
で
は
、
麻
の
他
に
、
柳
、
稲
、

菅
、
お
け
ら
、
松
な
ど
、
生
活
に
身
近
な
植
物
が
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
万
葉
集
全
体
で
多

く
よ
ま
れ
て
い
る
植
物
は
、
萩
、
梅
、
橘
、
菅
、
松
、
葦
、
茅
、
柳
、
藤
、
桜
な
ど
で
あ
り
、
東
歌

の
様
相
は
そ
れ
と
は
だ
い
ぶ
相
違
し
て
い
る
。

「
あ
ど
」
は
「
何
」
と
同
じ
。
万
葉
集
で
は
東
歌
に
の
み
七
例
見
え
る
。
そ
の
う
ち
の
三
例
を
示

な
ど

す
。①

上
毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
か
き
抱
き
寝
れ
ど
飽
か
ぬ
を
何
ど
か
吾
が
せ
む
（
三
四
〇
四
）
上
野

あ

②
高
麗

錦

紐
解
き
放
け
て
寝
る
が
上
に
何
ど
せ
ろ
と
か
も
あ
や
に
愛
し
き
（
三
四
六
五
）
不
明

こ

ま

に
し
き

さ

ぬ

へ

あ

か
な

（
紐
を
解
き
放
っ
て
共
寝
を
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
上
一
体
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
か
、
な
ん
と

も
い
と
し
い
こ
と
よ
）

③
子
持
山
若
鶏
冠
木
の
黄
葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾
は
思
ふ
汝
は
何
ど
か
思
ふ
（
三
四
九
四
）
不
明

こ

も

ち

や

ま

わ

か

か

へ

る

で

も

み

わ

も

な

あ

も

（
子
持
山
の
若
い
カ
エ
デ
の
葉
が
秋
に
な
っ
て
色
づ
く
ま
で
、
あ
な
た
と
共
寝
を
し
て
い
た
い

と
私
は
思
う
。
あ
な
た
は
ど
う
思
う
？
）

○
「
阿
蘇
山

葛
」
の
歌

あ

そ

や
ま
つ
づ
ら

「
つ
づ
ら
」
は
つ
る
草
。
つ
る
草
は
地
を
這
い
つ
つ
延
び
て
ゆ
く
。
「
あ
ぜ
」
は
「
何
故
」
と
同

な

ぜ

じ
。
万
葉
集
で
は
東
歌
に
の
み
八
例
見
え
る
。
「
絶
え
せ
」
は
サ
変
動
詞
「
絶
え
す
」
（
「
絶
ゆ
」
の

名
詞
形
「
絶
え
」
に
サ
変
動
詞
「
す
」
が
複
合
し
た
も
の
）
の
未
然
形
。
「
ど
う
し
て
絶
え
よ
う
か
、

絶
え
は
し
な
い
」
。

こ
の
歌
は
譬
喩
歌
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
表
面
的
に
は
つ
る
草
の
こ
と
し
か
う
た
っ
て
い
な

い
が
、
つ
る
草
は
あ
く
ま
で
も
比
喩
で
あ
っ
て
、
歌
の
趣
旨
は
、
二
人
の
仲
が
絶
え
な
い
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
男
女
い
ず
れ
の
歌
と
も
解
し
う
る
。
内
容
も
、
誓
約
と
も
、
決
意
と
も
、
願
望

と
も
と
れ
る
。

◎
古
注
釈
に
お
け
る
「
安
蘇
」
に
つ
い
て
の
記
述

①
八
雲
御
抄
勅
撰
名
所
集
に
も
上
野
の
名
所
と
み
ゆ
。
（
北
村
季
吟
『
万
葉
集
拾
穂
抄
』
）1

6
8
6

②
下
野
ニ
ハ
安
蘇
郡
ア
レ
ド
、
上
野
ニ
ハ
何
レ
ノ
郡
ニ
安
蘇
ト
云
所
ノ
有
ニ
カ
。
和
名
集
ニ
ハ
見

エ
ス
。

（
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
）1

6
9
0

③
下
野
に
あ
る
郡
の
名
也
。
古
は
上
野
に
属
せ
し
か
。
又
上
野
に
も
郷
の
内
に
あ
る
歟
。
何
れ
に

ま
れ
あ
そ
は
地
名
也
。
同
じ
地
名
な
れ
共
ま
そ
と
云
ふ
言
を
求
め
ん
為
の
あ
そ
也
。
又
あ
そ
と

云
ふ
詞
は
あ
さ
と
云
詞
な
れ
ば
、
是
等
の
意
を
こ
め
て
読
め
る
な
る
べ
し
。

（
荷
田
春
満
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
）1

7
3
3

頃

④
下
野
国
、
安
蘇
郡
、
あ
そ
山
、
あ
そ
の
川
原
、
あ
そ
村
な
ど
よ
め
り
。
上
野
国
に
は
、
き
こ
え

ず
、
誤
し
も
の
也
。
…
…
（
頭
注

上
毛
下
毛
元
来
一
国
な
れ
ば
混
し
て
よ
み
し
な
る
べ
し
）

（
高
井
宣
風
『
万
葉
集
残
考
』
）1

8
1
6

⑤
（
頭
注

下
野
安
蘇
郡
、
も
と
は
こ
の
上
野
に
も
わ
た
れ
る
地
に
は
非
る
か
。
）

（
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
）1

8
4
2

⑥
安
蘇
は
今
甘
楽
郡
に
宇
田
村
と
云
在
、
其
村
に
小
山
あ
り
、
今
峰
山
と
云
【
稲
荷
を
祭
て
今
寺

ア

ソ

ウ

タ

有
】
其
山
を
往
古
よ
り
安
蘇
岡
山
と
云
ひ
来
れ
る
を
、
今
朝
岡
と
書
く
と
鈴
木
千
本
云
り
、
然

ム

カ

シ

ア

ソ

ヲ
カ

サ

ら
は
宇
田
の
宇
も
苧
の
移
り
た
る
に
て
、
今
も
甘
楽
郡
は
、
苧
を
多
く
作
り
、
上
野
麻
と
て
、

ウ

ウ

ア
サ

い
と
名
高
く
殊
に
此
宇
田
の
辺
り
多
し
と
い
へ
ば
安
蘇
は
此
辺
り
と
定
む
べ
し
【
但
し
下
に
安

ア

ソ

ア

蘇
山
つ
づ
ら
と
よ
め
る
安
蘇
は
箕
輪
の
ほ
と
り
を
い
ふ
と
い
へ
ば
別
か
】

ソ

ヤ
マ

（
橋
本
直
香
『
上
野
歌
解
』
）1

8
5
5

頃

⑦
安
蘇
山
は
里
人
云
、
今
の
相
馬
嶽
の
事
に
て
【
安
曽
と
相
馬
と
音
ち
か
し
】
其
辺
り
よ
り
箕
輪

ア

ソ

ヤ
マ

サ
ウ

マ
ガ

タ
ケ

ア

ソ

サ
ウ

マ

の
わ
た
り
を
か
け
て
安
蘇
の
荘
と
云
ふ
と
ぞ
、
…
…
箕
輪
軍
記
に
北
は
安
曽
山
相
馬
の

麓

と

ア

ソ

サ
ウ

マ

フ
モ
ト

有
る
は
其
名
の
二
つ
に
成
し
に
て
す
べ
て
此
ほ
と
り
を
安
曽
と
云
し
と
見
え
た
り
、

ア

ソ
（
橋
本
直
香
『
上
野
歌
解
』
）1

8
5
5

頃

《
参
考
》

下
毛
野
安
蘇
の
河
原
よ
石
踏
ま
ず
空
ゆ
と
来
ぬ
よ
汝
が
心
告
れ
（
三
四
二
五
）
下
野
国
東
歌

し
も

つ
け

の

あ

そ

き

な

の

（
下
毛
野
の
安
蘇
の
河
原
を
、
石
を
踏
ま
ず
に
宙
を
飛
ぶ
よ
う
な
気
持
ち
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か

ら
あ
な
た
も
本
当
の
気
持
ち
を
言
っ
て
ほ
し
い
。
）

上
野
国
の
安
蘇
も
下
野
国
の
安
蘇
と
関
連
づ
け
る
考
え
方
が
多
い
。
か
つ
て
安
蘇
の
地
は
上
野
・

下
野
両
国
に
ま
た
が
る
よ
う
な
広
大
な
地
域
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
上
野
・
下
野
の
国
境
線
が

移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
安
蘇
の
地
が
上
野
国
に
所
属
し
て
い
た
時
期
と
下
野
国
に

所
属
し
て
い
た
時
期
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
富
岡
市
の
貫
前
神
社
の
北
方
、
直
線
距
離
に
し
て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に

阿
曽
岡
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
に
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
建
て
ら
れ
た
「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の



万
葉
歌
碑
が
あ
る
。

さ
て
、
「
上
毛
野
安
蘇
」
は
い
ず
れ
の
地
で
あ
ろ
う
か
。
桐
生
市
の
方
は
、
下
野
国
安
蘇
郡
が
古

代
か
ら
存
在
し
た
郡
名
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
安
蘇
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
上
野
国
の
方
に
も
広

が
っ
て
い
た
と
か
、
安
蘇
の
地
の
所
属
が
上
野
・
下
野
両
国
間
で
変
動
し
て
い
た
と
か
い
う
こ
と
は

推
測
に
過
ぎ
ず
、
確
証
は
な
い
。
一
方
、
富
岡
市
の
方
は
、
安
蘇
岡
山
と
い
う
地
名
が
い
つ
頃
ま
で

遡
れ
る
も
の
か
手
掛
か
り
が
な
い
。
結
局
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
と
す
る
他
は
な
い
。

た
だ
、
地
名
「
あ
そ
」
は
「
あ
さ
」
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
安
蘇
の
真
麻
群
」
と
言
っ

た
と
き
、
「
（
麻
の
産
地
で
あ
る
）
安
蘇
の
、
そ
の
麻
の
束
」
と
い
う
意
味
の
連
関
が
推
測
さ
れ
る
。

『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
に
、
「
あ
そ
は
地
名
也
。
同
じ
地
名
な
れ
共
、
ま
そ
と
云
ふ
言
を
求
め
ん
為
の

あ
そ
也
。
又
あ
そ
と
云
ふ
詞
は
あ
さ
と
云
詞
な
れ
ば
、
是
等
の
意
を
こ
め
て
読
め
る
な
る
べ
し
。
」

と
あ
る
の
は
首
肯
で
き
る
。

赤城山

大胡
新里

駒形

伊勢崎

国定

境町 太田

藪塚

小俣

足利

佐野

田沼

葛生

館林
西小泉

岩舟

桐生

西桐生
大間々

相生

岩宿

水沼

花輪

沢入

安蘇郡

足利郡

都賀郡

梁田郡

現・県境

旧・国境

桐生市

みどり市

桐生市

太田市

伊勢崎市

足利市

佐野市

【
多
胡
】

吾
が
恋
は
現
在
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
将
来
も
か
な
し
も
（
三
四
〇
三
）
上
野
国
東
歌

あ

ま

さ

か

た

ご

い

り

の

お

く

（
私
の
恋
は
今
も
切
な
い
。
そ
し
て
（
多
胡
の
入
野
の
奥
で
は
な
い
が
）
将
来
も
切
な
い
こ
と
だ
。
）

お

く

多
胡
の
嶺
に
寄
綱
延
へ
て
寄
す
れ
ど
も
あ
に
く
や
し
づ
し
そ
の
顔
よ
き
に
（
三
四
一
一
）

た

ご

ね

よ
せ
つ
な

は

上
野
国
東
歌

（
多
胡
の
峰
に
引
き
綱
を
掛
け
て
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
言
い
寄
っ
て
み
た
け
れ
ど
、

あ
あ
、
憎
ら
し
い
よ
、
水
底
に
沈
ん
で
び
く
と
も
し
な
い
石
の
よ
う
な
や
つ
め
。
（
ち
っ
と
も

靡
か
な
い
で
さ
。
）
い
く
ら
顔
が
美
し
い
か
ら
っ
て
。
）

○
「
多
胡
の
入
野
」
の
歌

た

ご

い

り

の

「
ま
さ
か
」
の
「
ま
」
は
目
、
「
さ
」
は
方
向
、
「
か
」
は
所
の
意
で
、
「
ま
さ
か
」
は
、
「
ま
さ

に
こ
こ
」
「
さ
し
あ
た
っ
て
の
今
」
「
現
在
」
。
万
葉
集
に
「
さ
百
合
花
後
も
逢
は
む
と
思
へ
こ
そ
今

ゆ

り

ば
な

ゆ
り

の
ま
さ
か
も
う
る
は
し
み
す
れ
（
さ
百
合
花
の
名
の
よ
う
に
後
（
ゆ
り
）
に
も
ま
た
逢
お
う
と
思
う

か
ら
こ
そ
、
今
の
今
も
あ
な
た
と
親
し
く
お
付
き
合
い
し
て
い
る
）
」
（
巻
一
八
・
四
〇
八
八
。
大

伴
家
持
）
と
い
う
例
が
あ
り
、
こ
の
例
で
は
「
後
」
と
「
今
の
ま
さ
か
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
り

「
入
野
」
は
山
地
に
奥
深
く
入
り
込
ん
だ
野
。
「
い
り
」
は
「
入
江
」
や
「
入
り
海
」
の
「
い
り
」

に
同
じ
。
地
形
図
を
見
る
と
、
高
崎
市
吉
井
町
多
比
良
、
神
保
、
塩
あ
た
り
に
南
方
の
山
地
に
向
か

っ
て
低
地
が
細
長
く
延
び
て
い
る
よ
う
な
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
う
い
う
地
を
「
入
野
」
と
呼

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
多
胡
の
地
に
入
野
村
が
あ
っ
た
。
こ
の
村
は
昭
和
三
〇
年
の
町
村
合
併
で
吉
井
町
の
一
部

と
な
り
、
村
名
は
消
滅
し
た
が
、
今
も
入
野
中
学
校
、
入
野
小
学
校
な
ど
に
「
入
野
」
と
い
う
名
を

留
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
名
は
、
明
治
二
二
年
に
小
串
・
黒
熊
・
深
沢
・
石
神
・
中
島
・
小

暮
・
馬
庭
・
岩
井
・
多
比
良
の
九
ヶ
村
が
合
併
し
て
新
し
い
村
が
で
き
た
と
き
に
、
万
葉
集
東
歌
の

「
多
胡
の
入
野
」
が
黒
熊
の
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
と
い
う
説
を
採
用
し
て
新
村
名
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
村
名
を
根
拠
に
東
歌
の
「
入
野
」
を
地
名
と
考
え
た
り
、
そ
の
具
体
的
な
位
置
を
想
定

し
た
り
し
て
は
話
が
逆
に
な
る
。

「
多
胡
の
入
野
の
」
は
「
お
く
」
を
導
く
た
め
の
序
。「
お
く
」
と
い
う
語
に
は
、
空
間
的
な
「
奥
」

と
い
う
意
味
と
、
時
間
的
な
「
将
来
」
と
い
う
意
味
と
が
あ
り
、
こ
の
歌
で
は
そ
れ
を
懸
け
て
い
る
。

万
葉
集
に
、
「
お
く
」
を
「
将
来
」
の
意
味
で
用
い
た
例
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
四
例
に
留
ま
る
が
、

そ
の
う
ち
の
三
例
ま
で
が
東
歌
の
例
で
あ
る
（
残
る
一
例
は
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
）
。
中
で
も
、
上

野
国
東
歌
の

伊
香
保
ろ
の
岨
の
榛
原
ね
も
こ
ろ
に
将
来
を
な
か
ね
そ
現
在
し
良
か
ば
（
三
四
一
〇
）

そ
ひ

は
り
は
ら

お

く

ま

さ

か

よ

（
（
伊
香
保
の
峰
の
急
斜
面
に
広
が
る
榛
の
木
の
林
で
は
、
地
中
で
根
が
絡
み
合
っ
て
凝
り
固
ま

っ
て
い
る
、
そ
の
ネ
モ
コ
ロ
で
は
な
い
が
）
ネ
モ
コ
ロ
に
（
こ
ま
ご
ま
と
）
将
来
の
こ
と
を
心

配
す
る
こ
と
は
な
い
。
今
さ
え
幸
せ
な
ら
ば
）



と
い
う
歌
で
は
、
「
将
来
」
と
「
現
在
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
点
で
、
今
扱
っ
て
い
る
歌
と
共
通

お

く

ま

さ

か

し
て
い
る
。

「
か
な
し
」
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
痛
切
な
感
情
を
表
す
語
。

①
「
と
て
も
悲
し
い
」
「
つ
ら
く
切
な
い
」
と
い
う
意
味
と
、

②
「
切
な
い
ほ
ど
に
い
と
し
い
」
「
か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
と
が
あ
る
。

神
さ
ぶ
る
磐
根
こ
ご
し
き
み
吉
野
の
水
分
山
を
見
れ
ば
か
な
し
も
（
巻
七
・
一
一
三
〇
）

か
む

い
は

ね

み
く

ま
り

や
ま

（
神
々
し
い
岩
が
ご
つ
ご
つ
し
た
吉
野
の
水
分
山
を
見
る
と
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
の
強
い

感
動
を
覚
え
る
）

と
い
う
例
は
、
①
の
「
悲
し
い
」
「
つ
ら
い
」
で
も
な
く
、
②
の
「
い
と
し
い
」
「
か
わ
い
い
」
で

も
な
い
。
ま
さ
に
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
痛
切
な
感
情
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

万
葉
集
に
「
か
な
し
」
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
今
示
し
た
よ
う
な
①
で
も
②

で
も
な
い
例
は
三
例
あ
る
。
「
多
胡
の
入
野
」
の
歌
に
二
例
用
い
ら
れ
て
い
る
「
か
な
し
」
も
ひ
と

ま
ず
除
外
す
る
と
、
残
り
は
九
五
例
。
そ
れ
ら
を
、
東
国
の
歌
（
東
歌
・
防
人
歌
）
と
そ
の
他
の
歌

（
あ
ら
か
た
は
畿
内
の
人
々
の
作
と
考
え
ら
れ
る
）
と
に
分
け
て
、
そ
の
用
法
を
示
せ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
。

ａ
東
国
の
歌
…
…
…
①
の
意
味

三
例
（

八
％
）
、
②
の
意
味
三
五
例
（
九
二
％
）

ｂ
そ
の
他
の
歌
…
…
①
の
意
味
五
二
例
（
九
一
％
）
、
②
の
意
味

五
例
（

九
％
）

東
国
の
歌
と
そ
の
他
の
歌
と
の
間
に
は
こ
れ
だ
け
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
「
か
な
し
」
の
意
味
用

法
に
は
地
域
差
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
。

な
お
、
東
国
の
歌
の
中
で
①
「
悲
し
い
」
「
つ
ら
い
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
三
首
は
い
ず

れ
も
防
人
歌
で
あ
る
。
東
歌
に
限
定
す
れ
ば
、
東
歌
で
は
「
か
な
し
」
を
①
「
悲
し
い
」
「
つ
ら
い
」

の
意
で
用
い
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
「
多
胡
の
入
野
」
の
歌
は
極
め
て
例
外
的

な
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
歌
の
初
句
の
「
恋
」
を
「
恋
人
」
の
意
味
に
と
っ
て
、
「
私
の
恋
人
は
今
も
愛
し

い
と

い
。
そ
し
て
こ
の
先
も
ず
っ
と
愛
し
い
こ
と
だ
ろ
う
」
と
解
す
る
説
が
あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
こ

の
歌
の
「
か
な
し
」
の
意
味
は
東
歌
の
例
に
叶
う
が
、
万
葉
集
に
は
「
恋
」
と
い
う
語
を
「
恋
人
」

の
意
に
用
い
た
例
は
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
歌
の
作
者
は
東
国
人
で
は
な
く
、
都
か
ら
下

っ
て
き
た
官
人
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
目
で
見
る
と
、
こ
の
歌
に
は
東
国
方
言
と
お
ぼ
し
き
語

は
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
歌
も
非
常
に
技
巧
的
で
あ
る
。
可
能
性
は
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
草
枕
」
は
、
通
常
は
「
旅
」
に
掛
か
る
枕
詞
。
万
葉
集
に
四
九
例
あ
る
う
ち
、
四
八
例
が
「
旅
」

に
掛
か
っ
て
お
り
、
残
る
一
例
が
「
多
胡
」
に
掛
か
る
こ
の
歌
の
例
で
あ
る
。
な
ぜ
「
多
胡
」
に
掛

か
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
当
時
、
「
草
枕
」
と
く
れ
ば
誰
も
が
「
旅
」
を
連
想
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

あ
る
い
は
、
こ
の
歌
の
作
者
は
、
こ
の
枕
詞
を
用
い
る
こ
と
で
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
旅
に
出
る
こ
と

を
暗
示
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
「
多
胡
の
嶺
に
」
の
歌

た

ご

ね

「
多
胡
の
嶺
」
は
多
胡
郡
に
あ
る
山
。
具
体
的
に
ど
の
山
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
牛
伏

山
の
可
能
性
が
高
い
か
。
綱
で
土
地
を
引
き
寄
せ
る
と
い
う
話
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
国
引
き
神

話
を
連
想
さ
せ
る
。
上
代
で
は
普
通
の
発
想
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
あ
に
く
や
し
づ
し
」
は
未
詳
。
今
は
仮
に
「
あ
、
憎
や
沈
石
」
の
意
に
解
し
た
。
「
沈
石
」
は

に
く

し

づ

し

し

づ

し

水
底
に
沈
ん
で
い
る
石
。
他
に
「
あ
に
来
や
静
し
」
（
ど
う
し
て
寄
っ
て
こ
よ
う
か
、
平
然
と
し
て
）

と
す
る
説
も
あ
る
。
た
だ
、
「
静
し
」
と
い
う
形
容
詞
は
な
い
。

《
参
考
》

①
弁
官
符
上
野
国
片
岡
郡
緑
野
郡
甘
良
郡
并
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊
成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月

九
日
甲
寅
宣
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
太
政
官
二
品
穂
積
親
王
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
右

太
臣
正
二
位
藤
原
尊

弁
官
の
符
に
、
「
上
野
国
の
片
岡
郡
・
緑
野
郡
・
甘
良
郡
、
并
せ
て
三
郡
の
内
三
百
戸
を
郡
と

あ
は

成
し
、
羊
に
給
ひ
て
、
多
胡
郡
と
成
す
」
と
あ
り
。
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
の
宣
な
り
。
左

中
弁
は
正
五
位
下
多
治
比
真
人
、
太
政
官
は
二
品
穂
積
親
王
、
左
太
臣
は
正
二
位
石
上
尊
、
右

太
臣
は
正
二
位
藤
原
尊
な
り
。

②
上
野
国
甘
良
郡
の
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
の
武
美
、
片
岡
郡
の
山
等
の
六
郷
を

か

む

ら

お

り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

み

ど

の

む

み

か
た
を
か

や
ま

割
き
て
、
別
に
多
胡
郡
を
置
く
。
（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
三
月
六
日
条
）

さ

た

ご

＊
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
三
月
、
上
野
国
甘
良
郡
か
ら
織
裳
里
・
韓
級
里
・
矢
田
里
・
大
家
里
の

か

む

ら

お

り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

四
里
（
当
時
、
「
郡
」
の
下
の
行
政
単
位
名
は
「
郷
」
で
は
な
く
「
里
」
で
あ
っ
た
。
続
日
本

紀
に
「
郷
」
と
あ
る
の
は
、
後
世
の
名
称
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
、
和
銅
四
年
当
時
の
名
称
で

は
な
い
）
、
緑
野
郡
か
ら
武
美
里
、
片
岡
郡
か
ら
山
里
の
計
六
里
、
三
百
戸
を
分
割
し
て
、
新

む

み

か
た
を
か

や
ま

た
に
多
胡
郡
を
設
置
し
た
。


